








学位規則第 4 条第 ll~該当者
Synthetic POlymer Sulphonated Polyisoprene as a Universar 
Anticoagulant for Laboratory Testing 
(臨床検査場面における合成ポリマー硫化ポリイソプレンの有用性に関す
る研究)























ン (Su1 phona lcdPo 1 y i soprene: SP I P)を用いた。安定して抗凝同作用をホすSPIP至適濃度は30mg/mlであ
った。成人ボランティア50名からSPIPを用いて静脈血を採血し、血液学的検査、生化学的検査、電解質測
定等への応用の可能性を詳細に検討している。その結果、 I)血液学的検査項目では、血小板糠集が生じ
たために血小板数が著しい低値を示したが、この血小板縫集は、硫酸カナマイシンを20mg/mlとなるよ
うに添加することで抑制しえた。 方、他の血算項目では、硫階カナマイシンの存tt:の有無に関わらず、
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EOTA血と近似する結果が得られた。 2)生化学的および電解質検査は、 SPIP血竣では殆ど全ての項目で対
照血清検体との問に0.9以上の高い相関係数が得られた。また、硫酸カナマイシンをさらに添加しでも
その影響は臨床的に許容範囲内であった。以上の結果は、一つの抗凝固剤を用いて多くの臨床検査を同時
に実施可能とするものであり、検査費用の削減と検査時間の短縮しうるものであると結論した。
以上の研究成果は、機能性高分チ素材の医学的応用の新しい展開に路を聞いた研究であり、臨床検査学
的，意義は梅めて高い。このことから本論文は、博土(医学)の授与に値するものと判定された。
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